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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
各
議
案
は
、
７

人
の
代
議
員
か
ら
事
前
に
受
け

た
質
疑
に
対
す
る
執
行
部
答
弁

も
含
め
、
同
意
確
認
書
に
よ
っ

て
満
場
一
致
の
採
択
が
確
認
さ

れ
た
。

　

最
後
に
、
大
杉
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
の
三
唱
で
、
貨

物
鉄
産
労
の
今
後
の
運
動
の
一

層
の
展
開
と
、
さ
ら
な
る
前
進

に
む
け
て
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

労
働
組
合
と
し
て
の
歩
み
を
決

し
て
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
異
常
時
だ
か
ら
こ

そ
、
よ
り
各
機
関
、
組
合
役
員
、

組
合
員
の
相
互
間
で
意
思
疎
通

を
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
職

場
の
最
前
線
で
働
く
組
合
員
の

労
苦
に
ユ
ニ
オ
ン
が
想
い
を
馳

せ
、
寄
り
添
い
、
と
も
に
頑
張

る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
」
と

決
意
を
示
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
尾
形
泰
二
郎
事
務

局
長
は
挨
拶
で
、
現
下
の
情
勢

下
で
組
合
員
に
寄
り
添
う
労
働

組
合
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
と
述
べ
た
上
で
、
「
Ｊ
Ｒ
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
未
曽
有
の
難
局

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
労
使

が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
発
揮
し
、

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
ユ
ニ
オ

方
本
部
・
総
支
部
の
代
表
者
14

人
と
運
動
方
針
や
予
算
等
の
議

案
の
要
点
を
共
有
し
た
。
そ
し

て
、
質
疑
応
答
で
相
互
に
理
解

を
深
め
て
か
ら
議
決
数
の
確
認

を
行
い
、
各
議
案
と
大
会
宣
言

の
採
決
を
確
認
し
た
後
、
鎌
田

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

労
使
で
力
を
合
わ
せ
全
組
合
員

の
総
団
結
で
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

訴
え
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
が
推
薦
す
る
国
会
議
員
懇
の

泉
健
太
衆
議
院
議
員
が
ラ
イ
ブ

中
継
で
、
ま
た
、
同
じ
く
岸
本
周

平
衆
議
院
議
員
が
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、連
帯
の
意
を
示
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長
か
ら
は
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
Ｊ
Ｒ
産

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
健
全
で
責
任
あ
る
労

働
組
合
と
労
使
関
係
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
上
で
労
使
と
も
に

グ
ル
ー
プ
が
一
本
化
し
て
力
を

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
を
語
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
か
ら
新

年
度
の
運
動
方
針
案
・
予
算
案

を
提
起
。
事
前
に
書
面
で
各
地

本
・
本
社
総
支
部
か
ら
意
見
を

集
約
し
す
べ
て
に
対
し
て
中
央

本
部
答
弁
を
し
た
上
で
、
さ
ら

に
15
人
の
代
議
員
か
ら
補
強
す

る
発
言
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

の
追
加
答
弁
お
よ
び
総
括
答
弁

を
経
て
、
全
議
案
が
満
場
一
致

で
確
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
大
会
後
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
長
谷
川
一
明
社
長
が
挨
拶

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
、
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
使
命
を

果
た
し
雇
用
を
守
る
な
ど
の
基

本
方
針
を
示
し
、
労
使
が
総
団

結
し
て
明
日
を
切
り
拓
こ
う
と

呼
び
掛
け
た
。

に
加
盟
す
る
健
全
な
労
働
組
合

こ
そ
が
職
場
の
不
安
を
解
消
で

き
る
と
い
う
こ
と
や
、
雇
用
を

守
り
な
が
ら
急
激
な
社
会
の
変

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
動
向
と
し
て
、

６
月
23
日
時
点
で
当
初
計
画
よ

り
運
輸
収
入
は
約
34
億
円
減
と

な
り
通
期
で
約
１
２
０
億
円
減

見
込
み
で
あ
る
と
い
う
貨
物
鉄

産
労
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

に
触
れ
た
う
え
で
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

へ
の
経
営
支
援
策
の
あ
り
方
、

新
人
事
賃
金
制
度
の
運
用
後
の

チ
ェ
ッ
ク
、
交
通
政
策
課
題
の

３
点
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
、

課
題
提
起
し
た
。
ま
た
、
現
下

の
状
況
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合

　

貨
物
鉄
産
労
は
、
７
月
４
日
、

第
36
回
定
期
全
国
大
会
を
静
岡

市
内
で
開
催
し
、
２
０
２
０
年

度
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で

決
定
し
た
。
今
大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
書
面
議
決

の
形
式
を
採
っ
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

大
杉
正
美
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
挨
拶

に
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る

議決結果を確認後、議長が全議案の可決を宣言

化
に
対
応
し
、

Ｊ
Ｒ
産
業
が

持
続
的
に
発

展
し
て
い
く

た
め
に
は
、

健
全
な
労
働

組
合
と
会
社

が
労
使
で
力

を
合
わ
せ
て

い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月

８
日
、
豊
橋
市
内
に
お
い
て
第

13
回
拡
大
中
央
執
行
委
員
会
を

開
催
し
、
書
面
に
て
手
続
き
を

進
め
て
き
た
第
29
回
定
期
大
会

の
２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
を

は
じ
め
と
す
る
各
議
案
が
賛
成

多
数
で
採
決
さ
れ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
書
面
に

て
定
期
大
会
を
開
催
す
る
と
判

断
し
て
以
降
、
議
案
書
を
各
代

議
員
・
特
別
代
議
員
に
送
付
し

て
意
見
を
聴
取
し
、
意
見
に
対

す
る
答
弁
書
を
作
成
し
て
再
度

各
代
議
員
・
特
別
代
議
員
に
送

付
し
た
上
で
議
決
権
行
使
書
を

回
収
し
、
さ
ら
に
回
収
時
に
も

意
見
聴
取
を
行
っ
て
そ
の
答
弁

も
用
意
し
、
当
日
ま
で
代
議
員
・

特
別
代
議
員
と
の
意
思
疎
通
を

積
み
重
ね
て
き
た
。

　

鎌
田
茂
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、
冒

頭
の
挨
拶
で
「
将
来
に
わ
た
る

会
社
の
発
展
と
組
合
員
・
家
族

の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

ン
運
動
を
一

層
充
実
強
化

し
て
ほ
し
い
」

と
強
く
訴
え

た
。

　

本
委
員
会

は
、
10
月
に

臨
時
大
会
を

招
集
し
て
各

議
案
を
追
認

す
る
こ
と
を

前
提
に
、
出

席
し
た
各
地

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
は
７
月
９
日
、

中
央
本
部
会
議

室
で
第
29
回
定

期
大
会
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
全
議

案
を
書
面
に
よ

る
議
決
と
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、

中
央
本
部
専
従

役
員
（
資
格
審
査
委
員
長
・
議

事
運
営
委
員
長
・
選
挙
管
理
委

員
長
含
む
）
と
議
長
が
出
席
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
機
関
会

議
で
本
定
期
大
会
の
書
面
開
催

を
決
定
以
降
、
事
前
に
代
議
員
・

特
別
代
議
員
に
対
し
て
議
案
書

を
送
付
し
意
見
を
聴
取
。
集
約

し
た
意
見
に
対
す
る
答
弁
書
を

作
成
し
て
再
度
代
議
員
・
特
別

代
議
員
に
送
付
し
、
そ
の
上
で

同
意
確
認
書
の
提
出
を
求
め
る

な
ど
、
丁
寧
に
代
議
員
・
特
別

代
議
員
と
の
意
思
疎
通
を
積
み

重
ね
て
き
た
。

　

冒
頭
、
出

席
者
を
前
に

挨
拶
し
た
中

原
博
徳
中
央

執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合

副
会
長
）は
、

本
定
期
大
会

を
書
面
議
決

と
し
た
こ
と

で
、
結
果
と

し
て
多
く
の

代
議
員
・
特
別
代
議
員
か
ら
意

見
を
集
約
で
き
た
こ
と
に
触
れ
、

こ
れ
ら
の
意
見
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
向
こ
う
１
年
間
の
運
動

に
反
映
さ
せ
て
い
く
決
意
を
述

べ
た
。
ま
た
、
７
月
４
日
以
降

の
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で

Ｊ
Ｒ
九
州
の
各
路
線
が
甚
大
な

被
害
を
被
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
当
面
は
組
合
員
・
家
族
の

被
災
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携

し
て
所
要
の
対
応
に
率
先
し
て

尽
力
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
運
営
委
員
長

が
各
議
案
・
大
会
宣
言
案
の
議

決
結
果
に
つ
い
て
発
表
し
、
賛

成
多
数
を
確
認
し
た
上
で
、
議

長
が
全
議
案
の
可
決
を
宣
言
し
、

終
了
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
７
月
10

日
、
香
川
県
宇
多
津
町
に
お
い

て
、
第
39
回
定
期
大
会
を
開
催

し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
入
念
に
施
し
な
が
ら
、
四

国
各
地
か
ら
代
議
員
、
特
別
代

議
員
の
約
１
０
０
人
が
参
集
し
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
団
結　

創
造

　

進
化
」
を
掲
げ
、
２
０
２
０

年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
市
朗
会

長
と
中
村
鉄
平
交
通
政
策
部
長

が
出
席
し
、連
合
香
川
の
森
信

夫
会
長
、
四
国
交
運
労
協
の
井

上
浩
司
議
長
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
西

牧
世
博
社
長
ら
が
来
賓
と
し
て

駆
け
つ
け
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

大
谷
清
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
挨
拶
に
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
「
Ｊ
Ｒ
四

国
グ
ル
ー
プ
の
経
営
状
況
は
か

つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に

陥
り
、
初
め
て
『
一
時
帰
休
』

の
協
定
を
締
結
し
、
雇
用
を
第

一
義
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
迫

ら
れ
た
」
と

こ
れ
ま
で
の

対
応
を
振
り

返
り
つ
つ
、

引
き
続
き
感

染
症
リ
ス
ク

か
ら
の
安
全

確
保
と
雇
用

の
確
保
を
最

優
先
に
取
り

組
む
決
意
を

述
べ
た
。
さ

ら
に
、「
安

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い

る
」
と
し
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組

み
を
通
じ
た
経
営
課
題
解
決
に

む
け
て
も
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
か
ら
新

年
度
の
運
動
方
針
案
・
予
算
案

を
提
起
。
30
人
の
代
議
員
・
特

別
代
議
員
か
ら
方
針
等
を
補
強

す
る
発
言
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
の
中
間
答
弁
お
よ
び
嶋
田
剛

好
書
記
長
の
総
括
答
弁
を
経
て
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
最
後
に
大
谷
委

員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締

め
く
く
り
、
運
動
の
『
進
化
』

に
む
け
始
動
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
７
月
20
日
、

岡
山
・
京
都
・
大
阪
・
和
歌
山
・

広
島
の
５
会
場
を
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
で
つ
な
ぎ
、
ラ
イ
ブ

形
式
に
よ
り
第
32
回
定
期
中
央

本
部
大
会
を
開
催
し
た
。

　

「
創
造
、
参
加
、
実
践
」
と

「
全
組
合
員
の
総
団
結
で
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
安
全
を
基

礎
に
未
来
を
切
り
拓
こ
う
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
今

大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
規

模
を
縮
小
し
、
密
状
態
を
避
け

な
が
ら
半
日
で
の
開
催
と
し
た
。

　

上
村
良
成
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、
冒

頭
の
挨
拶
で
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
の

す
べ
て
に
お

い
て
雇
用
を

守
り
組
合
員

の
生
活
を
守

る
こ
と
を
優

先
し
、
一
方

で
将
来
を
見

据
え
働
き
方

を
見
直
し
て

生
産
性
の
向

上
に
む
け
て

取
り
組
み
、

拡大執行委員会を開催し定期大会の議案採決を確認

同意確認書により満場一致の採択を確認

ＪＲ四国労組運動の進化にむけ団結がんばろう

５会場をテレビ会議でつなぎ全議案の満場一致を確認

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
践
で
難
局
を
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
る

〜 

Ｊ
Ｒ
各
単
組
で
定
期
大
会
を
開
催
〜

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
践
で
難
局
を
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
る

〜 

Ｊ
Ｒ
各
単
組
で
定
期
大
会
を
開
催
〜

貨
物
鉄
産
労
第
36
回
定
期
全
国
大
会

連
携
を
密
に
取
り
合
い
総
力
を
結
集

貨
物
鉄
産
労
第
36
回
定
期
全
国
大
会

連
携
を
密
に
取
り
合
い
総
力
を
結
集

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
第
13
回
拡
大
中
央
執
行
委
員
会

自
ら
の
手
で
将
来
を
切
り
拓
く
歩
み
を

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
第
13
回
拡
大
中
央
執
行
委
員
会

自
ら
の
手
で
将
来
を
切
り
拓
く
歩
み
を

ＪＲ九州労組第29回定期大会
組織の総力を結集し積極果敢に
ＪＲ九州労組第29回定期大会
組織の総力を結集し積極果敢に

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
39
回
定
期
大
会

団
結
力
と
創
造
力
で
運
動
を
展
開

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
39
回
定
期
大
会

団
結
力
と
創
造
力
で
運
動
を
展
開

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
32
回
定
期
中
央
本
部
大
会

責
任
あ
る
運
動
を
力
強
く
展
開

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
32
回
定
期
中
央
本
部
大
会

責
任
あ
る
運
動
を
力
強
く
展
開

全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の
確
立
」

「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」
「
労

働
環
境
の
改
善
」
の
三
本
柱
に

つ
い
て
所
信
を
示
し
た
う
え
で
、

「
こ
れ
ま
で
以
上
に
団
結
を
図

り
、取
り
巻
く
環
境
を
冷
静
に

見
極
め
、
創
造
力
を
フ
ル
に
発

揮
し
、
来
た
る
明
る
い
将
来
に

む
け
て
力
強
く
運
動
を
展
開
し
、

『
進
化
』
さ
せ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長
か
ら
は
、

『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
触

れ
「
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を

は
じ
め
労
働
組
合
の
必
要
性
は
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６
月
29
日
、
立
憲
民
主
党「
公

共
交
通
の
あ
り
方
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
」（
立
憲
Ｗ
Ｔ
）及

び
国
民
民
主
党
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
問
題
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
（
国
民
Ｗ
Ｔ
）
は
、

共
同
会
派
「
立
国
社
」
と
し

て
、
国
土
交
通
省
に
「
Ｊ
Ｒ

北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨

物
へ
の
支
援
に
関
す
る
要
望

書
」
を
提
出
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

副
会
長
の
泉
健
太
衆
議
院
議
員

（
国
民
Ｗ
Ｔ
座
長
）
、
21
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
所
属
の
白
石
洋
一
衆
議
院

議
員（
国
民
Ｗ
Ｔ
事
務
局
長
）
、

矢
上
雅
義
衆
議
院
議
員
（
立
憲

Ｗ
Ｔ
座
長
）
ら
が
参
加
し
、
御

法
川
信
英
国
土
交
通
副
大
臣
に

要
望
書
を
手
交
し
た
。

　

同
Ｗ
Ｔ
に
お
い
て
は
５
月
28

日
に
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
連

川
淳
也
事
務
局
長
（
衆
議
院
議

員
）
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山

市
朗
会
長
、
昆
弘
美
副
会
長

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）
、
上
村
良
成
副
会
長

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）、
中
村
鉄
平
部
長
が
出

席
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
地
域
の
社

会
的
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、働

く
仲
間
が
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
整
備
の
必
要
性
を

強
く
訴
え
た
。

　

荻
山
会
長
は
「
Ｊ
Ｒ
は
最
も

深
刻
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
産

業
の
ひ
と
つ
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
試

算
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
す
で

に
１
兆
円
ほ
ど
の
収
入
が
〝
蒸

発
〞
し
た
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
減
収
の

重
大
度
に
触
れ
、
①
科
学
的
な

見
地
か
ら
の
安
心
利
用
へ
の
情

報
発
信
と
需
要
喚
起
へ
の
支
援
、

②
衛
生
対
策
や
混

雑
緩
和
に
む
け
た

運
賃
・
料
金
制
度

の
見
直
し
や
オ
フ

ピ
ー
ク
利
用
時
の

ポ
イ
ン
ト
還
元
へ

の
助
成
、
③
固
定

資
産
税
等
の
減
免

措
置
の
実
施
等
を

求
め
、「
労
使
で
意

思
疎
通
を
図
り
、

検
討
を
進
め
て
き

た
う
え
で
、「
全
国
の
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
の
課
題
が
よ
り
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
支
援
を
求
め
た
。

　

御
法
川
副
大
臣
は
「
鉄
道
の

運
行
を
継
続
し
て
き
た
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
た

う
え
で
、
固
定
資
産
税
等
の
減

免
に
対
し
て
「
鉄
道
に
と
っ
て

大
き
な
金
額
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
次
年
度
税
制
改

正
に
お
け
る
議
論
が
重
要
」
と

認
識
を
示
し
た
。

役員紹介

Ｊ
Ｒ
連
合
佐
賀
県
協
議
会

議 

長

  

花 

田 

祐 

希 

さ
ん

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
嬉
野
温
泉
」
で

開
催
し
、
交
通
政
策
に
つ
い
て
の
議
論
を

深
め
る
と
と
も
に
、
佐
賀
県
の
美
味
し
い

日
本
酒
に
つ
い
て
も
み
な
さ
ん
と
酔
い
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
酒
好
き
な
私
は
、「
出
会
い
」「
ふ
れ

合
い
」「
語
り
合
い（
過
ぎ
て
）」、
よ
く

お
酒
も
飲
ま
れ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
そ
れ
も
一
期
一
会
の
大
切
な
事
だ
と

自
分
で
信
じ
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
連
合
に
集
う

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

み
な
さ
ん
、
九
州
へ
お
越
し
の
際
は
、

博
多
か
ら
特
急
か
も
め
で
35
分
の
佐
賀
に

も
是
非
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
出
会

い
、
ふ
れ
合
い
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

組
、
約
４
０
０
人
で
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

昨
年
は
佐
賀
県
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
佐
世
保
線
の
大
町
駅
や
武
雄
温
泉

駅
付
近
に
お
い
て
甚
大
な
浸
水
被
害
が
あ

り
、
連
合
佐
賀
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
の
１
月
に
は
嬉
野
分

会
と
の
交
流
を
兼
ね
て
、
幹
事
会
を
九
州

新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
新
駅
と
し
て
開

　

み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
。
Ｊ
Ｒ
連
合

佐
賀
県
協
議
会
議
長
の
花
田
で
す
。
年
齢

は
今
年
で
41
歳
、
熊
本
県
出
身
の
肥
後
も
っ

こ
す
で
す
。
私
は
、
２
０
１
９
年
に
議
長

に
就
任
し
、
間
も
な
く
１
年
が
経
と
う
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
「
ど
ん
な
活
動
か
ら

進
め
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
と
、
今
で
も
模

索
の
日
々
で
あ
り
ま
す
。

　

佐
賀
県
協
議
会
は
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
Ｊ

Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
嬉
野
分
会
と
の
２
単

　

６
月
29
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影

響
と
今
後
の
環
境
変
化
を
踏
ま

え
た
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
を
求
め
、
御
法
川
信
英

国
土
交
通
副
大
臣
へ
の
要
請
行

動
を
実
施
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
か
ら
は
泉
健
太

副
会
長
（
衆
議
院
議
員
）
、
小

た
。
ベ
ク
ト
ル
は
一
致
し
て
い

る
と
受
け
止
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

続
い
て
、
上
村
副
会
長
か
ら

は
、
利
用
の
平
準
化
を
進
め
る

必
要
性
を
訴
え
つ
つ
、
「
労
働

力
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
も
終

電
時
間
の
繰
り
上
げ
も
有
効
で

あ
り
、
こ
の
機
会
に
進
め
て
い

く
べ
き
」
と
問
題
提
起
し
た
。

昆
副
会
長
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
や
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
の
厳
し

さ
が
一
層
増
し
た
こ
と
か
ら
、

国
へ
の
返
済
猶
予
が
必
要
と
し

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連

合
）
は
７
月
21
日
、
大
阪
市
内

で
第
29
回
定
期
大
会
を
開
催
し

た
。

　

大
会
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
遵
守
し
、

出
席
者
も
幹
事
会
と
代
議
員
に

限
定
。
適
切
な
感
染
防
止
策
を

徹
底
し
た
上
で
開
催
さ
れ
、
新

年
度
の
活
動
方
針
を
満
場
一
致

で
決
定
し
た
。

　

上
村
良
成
議
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執

行
委
員
長
）
は
挨
拶
の
冒
頭
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

組
合
員
と
家
族
、
利
用
者
の
安

全
と
健
康
を
守
り
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
の

雇
用
を
守

る
。
そ
し

て
、
全
組

合
員
が
団

結
し
て
Ｊ

Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ

を
存
続
さ

せ
る
」
と

の
決
意
を

述
べ
た
上

で
、
本
大

会
で
付
託

さ
れ
た
重
要
課
題
と
し
て
、
①

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
職
場
か
ら
の
安
全
の
確
立
、

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
、
③
働
き
方
改
革

と
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
へ

の
対
応
、
④
労
働
組
合
の
意
義
、

⑤
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
利

用
促
進
に
よ
る
支
え
合
い
の
５

点
に
つ
い
て
提
起
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
た
。

 

議
事
で
は
、
幹
事
会
が
提
起

し
た
議
案
に
対
し
て
11
人
の
代

議
員
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
課
題
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
利
用

促
進
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
要
望

等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
は
長
谷
川
一

明
Ｊ
Ｒ
西
日
本
代
表
取
締
役
社

長
が
駆
け
つ
け
、
会
社
施
策
に

対
す
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
理

解
と
協
力
に
謝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
出
席
者
に
対
し
て

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
に
結

集
す
る
す
べ
て
の
労
使
が
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
交
通

体
系
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

合
か
ら
は
Ｊ

Ｒ
二
島
・
貨

物
経
営
自
立

実
現
Ｐ
Ｔ
の

政
策
提
言
・

中
間
と
り
ま

と
め
に
基
づ

い
た
説
明
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
要

望
書
に
は
、

「
今
後
も
地

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ

Ｒ
貨
物
が
そ
れ
ぞ
れ
経
営
自
立

を
図
る
と
と
も
に
、
経
営
の
あ

り
方
と
地
域
に
お
け
る
交
通
体

系
の
あ
り
方
と
を
区
分
し
て
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
検
討
し
、

助
成
の
仕
組
み
の
見
直
し
も
含

め
、
中
長
期
的
視
点
に
立
脚
し

た
政
策
を
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
」
と
あ
り
、
ま

さ
に
Ｊ
Ｒ
連
合
の
主
張
が
反
映

さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

グループ全体で力を合わせ団結してがんばろう

組合員の思いを込めた要請書を御法川副大臣に手交

御法川副大臣から鉄道をはじめとするエッセン
シャルワーカーへの感謝と、税制改正の議論が
重要との認識が述べられた

ＪＲ二島・貨物経営自立実現PTの主張が反映さ
れた要望書が提出された

「令和２年７月豪雨」により
被害を受けられた皆さまへ

セット加入でパワフル補償

マイカー共済（自動車総合補償）/自賠責共済

守るのはあなた自身とマイカーです。

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済

守るのは
あなたの家族と
マイホーム

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

議
員
懇
・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
が
中
心
に
国
交
副
大
臣
に
要
請

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立
に
支
援
を

立
憲
民
主
党
・
国
民
民
主
党
Ｗ
Ｔ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
第
29
回
定
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国土交通省への要請行動

コロナの影響と今後の社会変化を見据え
ＪＲ産業の持続的な成長への支援求める

　「令和2年7月豪雨」により
被害を受けられた皆さまに心
よりお見舞い申し上げます。
また、災害復旧に従事されて
いる職場で働く仲間に敬意を
表します。
　この度の「令和2年7月豪雨」
によりお亡くなりになられた
方々のご冥福をお祈りすると
ともに、ご遺族の皆さまにお
悔やみ申し上げます。
　また、被災された方々の一
刻も早い復旧をお祈り申し上
げます。


